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「三笠宮さま薨去」の報に思う

も心に残っています。
また創立された日本オリエント学会に

ついても「同会でイスラエル共和国に派
遣したテル ･ ゼロール遺跡発掘調査団の
財政的裏づけは、まさに中山正善氏なれ
ばこそ、また天理教前真柱なればこそ可
能であったと思われる。……前真柱をは
じめとし、天理教団のたくさんの方々が
日本オリエント学会に与えられた恩恵の
数々は枚挙にいとまあらずで、会長とし
てわたくしの永久に忘れられないところ
である」と誌しておられます。こうした
ご縁から私たちも多くのことを学ぶこと
ができたのだと感謝を申し上げます。

今回、私はあらためて宮さまの数多い
ご著作の中から『古代オリエント史と私』

（学生社、昭和 59 年）を読み返しましたが、
皇族のお立場で歴史学者の道を歩まれた
思いを誌しておられるくだりが心にとま
りました。「皇族である以上は、学者とし
ての仕事以上に適当なものがあるのでは
なかろうか。……学者とは一種の社会逃
避ではないか」という不安が絶えずあら
れたのです。

しかし、折しもマーテルリンクの『霊
智と運命』（栗原元吉訳）を読まれ、多く
を学ぶことができたとして同書から次の
引用を施しておられます。それは「現に
我々の周囲にある善事中の善事というも
のは、おそらく《さしせまった多くの義
務を抛擲して思索すること》、すなわち《自
分自身と交通すること》や、あるいは《自
分自身と相語る》ことに専心になった人々
が考案したものだからである。……何の
時代にも未来の義務を考えることが刻々
の義務を果たすことであるということを、
忠実に信じた人が幾人かはかならずあっ
た」というものです。あらためて宮さま
のご思慮の程を偲ばせていただくことが
できました。

10 月 27 日、三笠宮崇仁親王殿下が薨去
されました。深い悲しみに堪えませんが、
謹んで哀悼の意を捧げたいと存じます。三
笠宮さまは、お忙しいご公務のかたわら、
戦後は東京大学文学部の研究生となり、歴
史学者の道を歩まれ皇室の国際親善に大き
な足跡を残されました。

その訃報は直ちに新聞各紙が伝えまし
たが、中でも『産経新聞』は「オリエン
トの宮さま 教壇に」（10 月 27 日付夕刊）
として「古代オリエント宗教史」を天理
大学生に講じておられるお写真を掲載し
ました。また翌 28 日付朝刊には「三笠宮
さま 飾らぬ人柄」として新装した天理参
考館で展示物をご覧になられるお写真を
載せました。私はあらためて宮さまと天
理の深いご縁を思いました。

宮さまは昭和 35 年から平成 2 年まで天
理大学の非常勤講師としてお務め下さいま
したが、そのご縁は中山正善 2 代真柱様と
のご親交によるものだと思います。それは
ご自身が、『みちのとも』（昭和 43 年 2 月号）
に「前真柱 中山正善氏の思い出」として
寄せておられることからも拝察されます。
「中山正善氏は東大宗教学会の大先輩で

あり、日本宗教学会の重要メンバーでも
あったから、いろいろ会合でお会いする
ようになった。昭和 26 年には日本宗教学
会の第 11 回学術大会が天理大学で開催さ
れ、わたくしも参加した。これがわたく
しが天理大学ともご縁ができた最初では
なかったろうか。ずっと後になってから、
わたくしは同大学の講師を依嘱され、隔
年に古代オリエント宗教史の集中講義を
受け持つことになったが、その際、大先
輩中山前真柱まで学生たちのうしろで聴
講されるのには恐縮した」と誌しておら
れます。私も天理教校本科生時に同講義
を受講しましたが、最後に「よく聞いて
くれて有り難う」と仰られたことが今で

「教学と現代」のご案内／宗教倫理学会
第 17 回学術大会に参加（堀内みどり）
／『グローカル天理』合本のご案内／平
成 28 年度「公開教学講座」のご案内


